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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月21日(2012.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ１つの髪収容部（１０）によって離間され、互いに一列に配置された歯（５、
２４）と、各歯（５、２４）に割り当てられ、前記髪収容部（１０）を囲む別の歯（５、
２４）に対して可動に配置された、少なくとも１つの第１の整形部品（７、２７）と、前
記髪収容部（１０）を囲む前記別の歯（５、２４）に割り当てられた第２の整形部品（５
、２４、２９）とを含み、前記髪収容部（１０）の前記２つの整形部品（５、７、２４、
２７、２９）の間に、ヘア整形スリット（１１、３１）が形成される、櫛状に形成された
アイロン機構（３、２３）を備えるヘアアイロン装置において、
　前記整形部品（５、７、２４、２７、２９）の間の前記ヘア整形スリット（１１、３１
）が、前記整形部品（５、７、２４、２７、２９）が、少なくともヘア整形位置にあると
きに、互いに歯（５、２４）を接続する前記髪収容部（１０）の境界部の方向にアンダー
カットされていることを特徴とするヘアアイロン装置。
【請求項２】
　前記整形部品（５、７、２４、２７、２９）のヘア整形位置において、前記ヘア整形ス
リット（１１、３１）のアンダーカット（１３、３３）が、実質的に、ヘアアイロン掛け
工程に有効な、前記整形部品（５、７、２４、２７、２９）の全高にわたって延在してい
ることを特徴とする請求項１記載のヘアアイロン装置。
【請求項３】
　可動な前記整形部品（７、２７）が、少なくとも１つのウェブ（２０、２６、２６．１
）によって互いに結合されており、歯（５、２４）に対して可動に取り付けられる剛性の
対物整形部品ユニット（２５、２８）を形成することを特徴とする請求項１または２記載
のヘアアイロン装置。
【請求項４】
　前記整形部品ユニット（２５、２８）が良伝熱性の材料から作製されており、前記整形
部品ユニット（２５、２８）の一部分が整形部品（７、２７）を加熱するための電気加熱
装置であることを特徴とする請求項３記載のヘアアイロン装置。
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【請求項５】
　前記歯（５、２４）が弓状に形成されており、それぞれの歯の弓状部によって囲まれる
領域が、前記第１の整形部品（７、２７）の周囲外套面に対応するとともに、当該第１の
整形部品（７、２７）がその中に収まるような寸法の、断面形状を有することを特徴とす
る請求項４記載のヘアアイロン装置。
【請求項６】
　前記第１の整形部品（７、２７）が、前記ヘア整形スリット（１１、３１）の開放位置
にあるときに、当該整形部品（７、２７）がそれぞれ割り当てられた歯の弓状部内に少な
くとも部分的に収容されることを特徴とする請求項５に記載のヘアアイロン装置。
【請求項７】
　可動に取り付けられた前記第１の整形部品（７）と連携する前記第２の整形部品が、当
該第１の整形部品にそれぞれ対向する歯（５）によって形成されていることを特徴とする
請求項１ないし６のいずれか一項に記載のヘアアイロン装置。
【請求項８】
　前記第１の整形部品（２７）とそれぞれ連携する前記第２の整形部品が、当該第１の整
形部品（２７）に対向する歯（２４）に割り当てられた前記整形部品（２９）によって形
成されていることを特徴とする請求項１ないし７のいずれか一項に記載のヘアアイロン装
置。
【請求項９】
　前記第２の整形部品（２９）が、少なくとも１つのウェブ（２６、２６．１）によって
互いに結合されていることを特徴とする請求項８に記載のヘアアイロン装置。
【請求項１０】
　前記第２の整形部品（２９）が、良伝熱性の材料から作製されていることを特徴とする
請求項８または９に記載のヘアアイロン装置。
【請求項１１】
　前記第１の整形部品（２７）とそれぞれ連携する前記第２の整形部品が、当該第１の整
形部品（２７）に対向する歯（２４）に割り当てられた前記整形部品（２９）によって形
成され、
　前記第２の整形部品（２９）が、少なくとも部分的に歯の弓状部内に配置されているこ
とを特徴とする請求項５に記載のヘアアイロン装置。
【請求項１２】
　前記第２の整形部品（２９）が、少なくとも１つのウェブ（２６、２６．１）によって
互いに結合されていることを特徴とする請求項１１に記載のヘアアイロン装置。
【請求項１３】
　前記第２の整形部品（２９）が、良伝熱性の材料から作製されていることを特徴とする
請求項１１または１２に記載のヘアアイロン装置。


	header
	written-amendment

